
＊次回６月は映画愛好者本田安弘さんによる「映画の楽しみ」を予定しています。

〇 日　　　時 ： 2024年5月21日（火）19：00-20：30
〇 会　　　場 ： 神楽坂コモンズ 1st（本多横丁中ほど）
〇 講　　　師 ： 寺田　弘（NPO粋なまちづくり倶楽部顧問、前理事長）
〇 参   加   費 ： 1,000円
〇 定　　　員 ： 15名（先着順）
〇 申し込み先：講座名・氏名・連絡先電話番号・メールアドレスを
　 　　　　　　記載のうえ、以下へメールでお申込し込み下さい

　戦後せきをきったように外国映画が日本に上陸した。特に
目だったのはアメリカ映画で『カサブランカ』（1942）『第三の男』（52）、次
いでフランス映画の『天井桟敷の人々』（52）イタリア映画『自転者泥棒』（52）等々であった。
その後はフランス・ヌーベルバーグ『勝手にしやがれ』（60）や『ゴッドファーザー』
（72）『2001年宇宙の旅』（68）、そして20世紀末には台湾、ギリシャ、フインランド、中
国と多士済々怒涛の様に珠玉の映画が上映された。その後ハリウッドの停滞があったもの
の今回のアカデミー賞 7 部門を受賞して大きな話題を呼んだアメリカ映画「オッペンハイ
マー」が気を吐き、全く目がはなせない状態になっている。
　それらを映画鑑賞歴70数年の講師が解説をいたします。どうかご参加下ください。なお
参加者のうち希望者には講師著作の『私と映画の75年』（223頁）を贈呈いたします。

第8回
開催私と映画の

75年
　　～心に残る珠玉の映画②

　　外国映画編～


